
　
セ
ブ
島
通
信
５
月
号
で
ご
案
内

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
よ
う
に
、

セ
ブ
日
本
人
会
で
は
会
員
に
向

け
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
一
環

と
し
て
、
「
緊
急
時
の
為
の
伝
言

を
お
預
か
り
す
る
サ
ー
ビ
ス
」

を
検
討
中
で
す
。

今
回
は
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

が
提
案
さ
れ
て
い
る
か
を
紹
介

さ
せ
て
頂
き
、
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
も
承
り
な
が
ら
、
よ
り
一

層
お
役
に
立
て
る
形
に
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
是
非
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
以
下
が
現
時

点
で
の
案
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

・
目
的

海
外
で
暮
ら
す
我
々
は
親
族
や

親
し
い
友
人
と
離
れ
離
れ
に

な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
く

そ
の
よ
う
な
環
境
の
な
か
で
、

事
故
や
急
病
な
ど
の
不
測
の
事

態
に
陥
り
、
自
分
の
意
思
を
誰

に
も
伝
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
と

き
、
周
囲
の
人
は
本
人
の
為
に

何
を
し
て
あ
げ
れ
ば
い
い
の
か

が
わ
か
ら
ず
困
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
し
て
こ
こ
は
海
外
で

す
の
で
、
習
慣
や
価
値
観
の
違

い
、
ま
た
治
安
上
の
問
題
等
も
あ

り
、
対
応
を
一
層
複
雑
に
し
か
ね

ま
せ
ん
。 

こ
こ
数
年
の
間
に
実
際
に
セ
ブ
で

身
寄
り
の
な
い
方
が
急
死
さ
れ
、

残
さ
れ
た
周
り
の
方
々
が
葬
儀
を

行
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
発
生
し

て
い
ま
す
が
、
他
人
が
本
人
や
遺

族
の
意
思
を
知
ら
ず
に
で
き
る
事

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
海
外
で
暮
ら
す
人
の

事
情
に
合
わ
せ
、
セ
ブ
日
本
人

会
で
は
会
員
に
万
一
事
が
あ
っ
た

時
、
ご
自
分
の
意
思
や
伝
言
を
お

預
か
り
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。 

・
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

お
預
か
り
し
た
伝
言
は
日
本
人
会

の
金
庫
に
封
印
し
た
状
態
で
保
管

さ
れ
、
指
定
さ
れ
た
条
件
に
一
致

す
る
方
が
取
り
に
来
ら
れ
た
場
合

の
み
渡
さ
れ
ま
す
。
特
に
指
定
す

る
相
手
が
無
い
場
合
は
日
本
人
会

理
事
会
を
指
定
す
る
事
も
出
来
ま

す
。
年
に
２
～
３
回
程
度
ま
で
あ

れ
ば
入
替
え
も
可
能
で
す
。 

お
預
か
り
で
き
る
伝
言
は
ロ
ン
グ

サ
イ
ズ
の
封
筒
に
納
ま
る
書
類
と

し
、
万
一
紛
失
し
た
り
盗
難
に

あ
っ
て
も
実
質
的
な
被
害
が
生
じ

な
い
内
容
の
物
に
限
り
ま
す
。
例

セ
ブ
日
本
人
会　

副
会
長　

坂
田
浩
幸

エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
レ
タ
ー
に
つ
い
て

と
し
て
は
「
緊
急
時
の
連
絡
先
」
、

「
治
療
や
治
療
費
に
関
す
る
指

示
」
、
「
遺
言
状
や
指
示
書
の
保
管

場
所
」
「
生
命
保
険
等
の
連
絡
先

や
保
険
証
の
保
管
場
場
所
」
、
「
委

任
状
」
、
「
依
頼
書
」
な
ど
に
な
り

ま
す
。

お
預
か
り
で
き
な
い
内
容
例
と
し

て
は
、
遺
言
状
、
現
金
や
財
産
の

隠
し
場
所
が
書
い
た
物
、
保
険
証

書
等
の
原
本
、
株
券
等
の
有
価
証

券
、
借
用
書
、
財
産
が
絡
む
よ
う

な
指
示
書
、
銀
行
の
通
帳
や
印
鑑
、

そ
の
他
再
生
が
き
か
な
い
重
要
な

物
、
第
三
者
に
大
き
な
迷
惑
が
か

か
る
よ
う
な
内
容
の
伝
言
、
事
前

に
承
諾
を
得
て
い 

な
い
委
任
等

や
依
頼
書
（
具
体
例
と
し
て
、「
意

識
不
明
の
際
に
は
全
て
の
判
断

を
Ａ
さ
ん
に
お
任
せ
す
る
。
」
と

書
い
て
あ
り
な
が
ら
Ａ
さ
ん
に
は

事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い

な
い
よ
う
な
ケ
ー
ス
。
）
等
で
す
。

そ
の
他
紛
失
や
盗
難
に
よ
っ
て
被

害
が
生
じ
な
い
物
。

ま
た
、
お
預
か
り
す
る
際
に
封
筒

の
中
身
は
確
認
い
た
し
ま
せ
ん

が
、
書
か
れ
て
い
た
内
容
に
よ
り

起
こ
る
問
題
に
対
し
て
、
会
は
一

切
の
責
任
を
持
つ
事
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
内
容
に
は
十
分
ご
配
慮
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

伝
言
を
お
預
か
り
し
て
い
る
会
員

の
方
が
、
死
亡
、
危
篤
、
ま
た
は

行
方
不
明
で
あ
る
と
の
情
報
が

セ
ブ
日
本
人
会
に
寄
せ
ら
れ
た
場

合
、
医
療
機
関
や
現
地
警
察
、
日

本
領
事
館
か
ら
の
情
報
を
ま
と
め

た
上
で
、
関
係
者
と
協
議
を
し
、

セ
ブ
日
本
人
会
理
事
会
お
よ
び
会

長
が
伝
言
を
お
渡
し
す
る
か
を
決

定
い
た
し
ま
す
。

お
渡
し
す
る
相
手
は
、
ご
家
族
、

親
類
、
親
し
い
友
人
な
ど
、
伝
言

を
預
け
る
際
に
ご
指
定
い
た
だ
き

ま
す
。

・
ご
注
意

セ
ブ
日
本
人
会
側
で
は
お
預
か
り

し
て
い
る
封
筒
は
台
帳
で
管
理
い

た
し
ま
す
が
、
ご
本
人
が
引
き
取

り
に
来
ら
れ
た
場
合
は
設
定
さ
れ

た
条
件
と
関
係
な
く
ご
返
却
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
ご
本
人
が
会
員

の
資
格
を
失
っ
た
場
合
は
開
封
し

な
い
ま
ま
封
筒
ご
と
シ
ュ
レ
ッ

ダ
ー
で
処
理
さ
れ
た
上
破
棄
さ
れ

ま
す
。
会
則
に
ご
本
人
の
意
思
に

関
わ
り
な
く
会
員
資
格
が
失
わ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気

を
つ
け
下
さ
い
。

伝
言
を
預
け
た
い
方
は
、
日
本
人

会
事
務
所
ま
で
起
こ
し
下
さ
い
。

（
平
日
十
時
～
四
時
） 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

以
上
が
現
段
階
で
考
え
ら
れ
て
い

る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
で
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や
ア
イ
デ
ア

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

セ
ブ
日
本
人
会
連
絡
先　

電
話

3
4
3
-
8
0
6
6

（
平
日
十
時
～
四
時

は
日
本
語
対
応
）　

フ
ァ
ッ
ク
ス

3
4
3
-
7
6
6
3

　

Ｅ

メ

ー
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 第６５回　セブ観音　戦没者慰霊祭のご案内
　

                                           セブ日本人会　会長　石田武司

　８月１５日は第二次世界大戦の終戦記
念日として各地で慰霊祭が行われており
ます。悲惨極まりない戦争の惨禍を再び
起してはならない、過ぎたる教訓を風化
させることなく平和への誓いをこめて日
本国内と世界の各地で追悼、式典が行わ
れます。
　セブでは毎年マルコポーロホテル敷地
内のセブ観音慰霊碑前で行われていま
す。毎年の行事となっていますが既に戦
後６５年を経過しました。
セブでは昨年日本人補習校の皆さんにもおいで頂き２００名の参列を頂き
ました。今年も定刻９時３０分より式典開始、当時の観音様建立に大きく
寄与されたセナプロケミカルの岩田様に式典進行をお願いし、１０時式典
終了、その後戦争に参加された元兵士の方のお話を予定しております。
　私たちは縁あってこのセブに在住しておりセブ、レイテでの多くの戦争
犠牲者を忘れてはなりません、セブ日本人会は他のクラブ、会の方々とも
協力し心よりこの慰霊祭を実行します。
　このセブでは公式記録に無い内輪話での神風特攻隊の本当の第１回発進
地は実にラホグ飛行場であったこと、海軍乙号事件として秘められた暗号
解読事件からレイテ湾での決定的な日本の敗戦となったようです。また当
時の岡田貞寛（元海軍少佐）はセナプロケミカルの岩田正太郎殿と親交が
深く慰霊団の力を得てこの観音様を建立し１９８３年５月２１日、セブ州
知事、市長、各界の名士を招いた盛大な除幕式が行われた様子も再認識す
るところでありました。
　今年は丁度日曜日でもありお勤めの方、ご家族でご参加お待ちしており
ます。式典、慰霊歓談は以下の通りで御座います。

記
  ２０１０年８月１５日　
  午前 ９時３０分　　　        式典開始　　　セナプロ　岩田様
     １０時００分　　          セブ観音建立の説明
　   １０時１５分　　          元兵士の方のお話
　   １０時４０分　　          慰霊歓談　　（デモフライト）　
　   １１時３０分　　          終了

(1) CEBU-TOH-TSUSHIN  (THE JAPANESE ASSOCIATION, CEBU INC.)

2010 年 5 月号
（隔月発行）

発行所
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ML Quezon St.,Casuntigan,
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第１１回　セブ日本人会、セブ日本人商工会議所
合同ゴルフ大会（桂大使杯）のご案内

日時　　　　７月２５日　６：３０分集合　　７：００スタート

場所　　　　セブカントリークラブ

締切日　　　７月１６日　金曜日まで

参加資格、　  セブ日本人会会員、セブ日本人商工会議所会員の方

競技方法　    ダブルペリア方式

参加費　　    メンバー１０００ペソ、非メンバー２０００ペソ

　　　　　    グリーンフィーと昼食代含む、

　　　　　　（キャディーフィーは別途）

賞品　　　    優勝、準優勝　飛賞、多数賞品御座い

　　　　　　ます、奮ってご参加ください　

CEBU-TOH-TSUSHIN  (THE JAPANESE ASSOCIATION, CEBU INC.) 2010  JULY.   VOL 117  (2)
　

６
月
１
６
日
水
曜
日
午
前
７

時
、
マ
ク
タ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
に
集
合
し
た
の

で
す
が
、
前
回
約
３
０
名
で
今

回
は
若
干
の
参
加
増
を
見
込
ん

で
お
り
ま
し
た
が
あ
い
に
く
皆

さ
ん
御
多
忙
の
よ
う
で
６
名
が

ダ
バ
オ
、
マ
ニ
ラ
出
張
、
４
名

が
日
本
に
お
出
か
け
で
本
日
は

２
０
名
弱
と
な
り
ま
し
た
が
、

晴
天
の
中
７
時
１
５
分
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ク
タ
ン
ゴ
ル
フ
は
平

坦
で
一
見
や
さ
し
い
よ
う
で
す

が
、
グ
リ
ー
ン
周
り
に
は
バ
ン

カ
ー
、

小
さ
な
池
が
点
在
し
て
お
り
ま

す
、
ま
た
テ
ィ
ー
グ
ラ
ン
ド
に

立
つ
と
丁
度
頃
合
い
の
良
い
と

こ
ろ
に
堂
々
た
る
巨
木
が
ナ
イ

ス
シ
ョ
ッ
ト
を
邪
魔
し
て
、
ス

コ
ア
ー
は
非
常
に
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
も
ほ
と
ん
ど
毎

日
朝
７
時
ス
タ
ー
ト
す
る
在
住

日
本
人
グ
ル
ー
プ
が
プ
レ
イ
し

て
お
り

本
当
に
幸
せ
な
中
高
年
な
方
々

で
す
、
午
前
１
１
時
第
一
組
が

 日本映画祭 2010

終
了
し
、
先
ず
は
役
員
集
計
係
り

の
方
は
ビ
ー
ル
を
も
む
暇
も
な
く

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
で
ス
コ
ア
カ
ー
ド

に
隠
し
ホ
ー
ル
の
穴
を
あ
け
手
動

計
算
で
勝
敗
を
計
算
し
て
頂
き
ま

し
た

今
回
は
優
勝
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、
持

ち
回
り
の
優
勝
カ
ッ
プ
、
お
見
事

大
田
一
さ
ん
ネ
ッ
ト7

2
,
8

と
な

り
ま
し
た
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
、
準
優
勝
石
浜
さ
ん
、
ネ
ッ

ト
７
３
、
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
ト
ロ

フ
ィ
ー
、
３
位
小
野
さ
ん
、
そ
の

他
飛
び
賞
５
位
、
７
位
、
１
０
位
、

１
５
位
、
当
日
賞
１
６
位　

Ｂ
Ｂ

賞
、
更
に
副
賞
食
事
券
、
ビ
ー
ル

飲
み
放
題
、
で
昼
食
皆
様
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
１
２
時
半
散
会
と

な
り
ま
し
た

　

毎
回
食
事
券
を
提
供
頂
い
た
呑

ん
気
、
神
楽
、
遊
々
亭
、
一
力
、

小
町
、
コ
コ
ナ
ツ
ガ
ー
デ
ン
の
皆

様御
協
力
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
、

　

人
数
は
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
と
に
か
く
楽
し
く
第
２
回
終

了
致
し
ま
し
た
、
御
参
加
頂
い
た

方
々
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次

回
は
１
１
月
の
予
定
で
す
。

第２回
セブ在住日本人ゴルフ大会
　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　石田　武司

今年もやってきました、日本映画祭。話題作８本を皆様にお届け。
この機会をお見逃しなく。ご家族、ご友人と足を運んで、お楽しみ
ください。

                           スケジュール

8/3（火）　19:00-　    always 続・三丁目の夕日

8/4（水）　19:00-　    めがね

8/5（木）　19:00-　    包帯クラブ

8/6（金）　19:00-　    バッテリー

8/7（土）　16:00-　    14 歳

8/7（土）　19:00-　    それでもボクはやっていない

8/8（日）　16:00-　    あしたの私のつくり方

8/8（日）　19:00-　    東京タワー　オカンとボクと、
　　　　　　　 　      ときどきオトン　　

会場：アヤラ・センター・シネマ (Ayala Center Cebu, Cinema 4)
主催：在セブ領事駐在官事務所 / 国際交流基金マニラ事務所
協賛  ： セブ日本人会 / セブ日本人商工会議所 / アヤラ・センター・セブ

入場無料

お

知

ら

せ

「
大
運
動
会
」
に
つ
い
て

　
セ
ブ
日
本
人
会
並
び
に
セ
ブ
日

本
人
商
工
会
そ
し
て
セ
ブ
日
本

人
学
校
は
、
今
年
も

3

者
共

催
で
標
記
運
動
会
を
開
催
し
ま

す
。
各
会
員
並
び
に
生
徒
、
そ

し
て
そ
の
ご
家
族
は
奮
っ
て
ご

参
加
下
さ
い
。

日
時
：　

1
0

月

1
0

日

場
所
：　

F
O
R
M
E
R
 
D
O
N
 
B
O
S
C
O
 

B
O
Y
S
 
H
O
M
E

会
場
は
去
年
と
同
じ
に
な
り
ま

す
。

詳

細

は
「

セ

ブ

島
通
信

9

月

号

」

で

ご

案

内

し

ま
す
。



TEL：０３２-２５５－８５３６／11 Don Jose Avila St.Capitol Site,Cebu City　キャピトルの近くです

日本風浴槽、トイレは全室ウォシュレット
デラックスルーム以上のクラスは
全て石風呂，熱いお湯船にゆったり
朝食付き、税、サービス料込み

コージータイムお二人様まで（4時間 P580より）
ひと風呂浴びてマッサージなどは如何ですか
スーペリアとJr.スイートはキッチン付きです。
www.hotelasiacebu.com　で確認ください。

エコノミー

エコノミー　プラス

スタンダード

デラックス

デラックス　プラス

スーペリア

エグゼクティヴ

ジュニア　スイート

お一人様

P1,400

P1,650

P1,800

P2,000

P2,400

P2,900

P3,500

P4,200

お二人様

P1,700

P1,950

P2,150

P2,400

P2,900

P3,５00

P4,200

P5,000

ＨＯＴＥＬ　ＡＳＩＡ ホテル　エイシア

１Ｆ　日本料理 「はんにゃ」
　24時間オープン　味は”般若”（最高の知恵）

　フルメニューの時間帯と深夜メニューの区別あり

８Ｆ　焼肉レストラン 「八階園」　眺望抜群

オープン　ＰＭ６：００－ＰＭ１１：００

１Ｆの「はんにゃ」より日本料理も取り寄せＯＫ。

15-250名ぐらい迄のパーティーにもご利用ください。

ビーフ　上カルビ

上タンシオ

鶏肉、ポークカルビ各

P460

Ｐ280

Ｐ120

その他、そしてシーフード等いろいろ

ホテル　エイシア内レストラン

フィリピンご滞在、ご在住の皆様のご要望にお答え
致しております。是非一度お電話下さい。

電話番号：３４５－２９０１／３４５－３８６８

携帯　　：０９１７－３２１－９２９７

事務所　：RM112,KRC bidg,subandaku Mandaue

　　　　  ( In front of La tondenia ) B.I.R Mandaue

　　　　  日本人担当　和子　まで

・ 国内、海外航空券、ホテル予約販売

・ パッケージツアー、レンタカー、ガイド等

・ 比国パスポート申請代行

・ 比国査証取得、延長手続き代行

・ 退職ビザ申請代行  ・ 翻訳、通訳 

・ 貸借コンドミ二アムアパート等の

   お手伝い

・ 当地ご到着後不慣れな現地での食材探し

・ 家具、日用雑貨等のお買い物のお手伝い

何でもご相談下さい。お待ち申し上げます。

セブ今昔（3）　

　球ころがし余話
　　  その後　喜寿翁　
　　　　　　車谷　安弘

　　

以
前
、
三
号
に
亘
っ
て
小
論

を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
日
は
、
そ
の
後
の
様
子
と
皆

様
に
、
お
願
い
が
御
座
居
ま
す
。

　

先
づ
は
、
そ
の
後
の
様
子

か
ら
。
私
が
入
会
し
た
頃
は
、

二
十
人
近
い
友
朋
が
居
ま
し
た

が
、
そ
の
後
は
会
員
が
減
り
続

き
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方

も
居
ま
す
し
、
病
気
で
帰
国
さ

れ
た
方
も
居
ま
す
。
仕
事
上
の

御
都
合
も
あ
り
ま
す
し
、
各
自

の
御
家
庭
の
御
都
合
も
お
あ
り

で
し
ょ
う
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と

い
う
遊
び
は
、
そ
れ
ら
の
御
事

情
、
御
都
合
に
優
先
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
私
の
よ
う
に
他
に

や
る
こ
と
を
知
ら
な
い
（
ゴ
ル

フ
や
麻
雀
も
や
ら
な
い
）
者
に

と
っ
て
、
外
で
体
を
動
か
す

格
好
の
運
動
で
あ
っ
た
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
に
熱
中
し
、
熱
心
に
練

習
を
続
け
た
結
果
、
少
し
は
上

達
し
て
「
う
ま
い
な
あ
。
」
と
い

う
掛
け
声
を
聞
く
よ
う
に
な
る

と
、
楽
し
さ
が
倍
増
し
ま
す
。

ナ
イ
ス
プ
レ
ー
が
連
続
し
て
出
る

と
、
黄
色
い
声
な
ら
ぬ
昔
乙
女
の

シ
ニ
ア
バ
ア
さ
ん
か
ら
コ
ゲ
茶
色

の
声
が
飛
ん
来
ま
す
。
こ
う
な
る

と
、
も
う
や
め
ら
れ
な
い
。
日
常

生
活
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
が
最
優
先
に
な
っ
て
参
り

ま
す
。

　

先
達
っ
て
、
軽
い
血
栓
性
脳
梗

塞
に
見
舞
わ
れ
、
療
養
に
努
め
た

結
果
、
完
全
回
復
し
ま
し
た
。
そ

の
時
、
つ
ら
つ
ら
思
っ
た
こ
と
で

す
が
、
私
も
七
十
七
才
、
平
均
余

命
七
十
九
才
ま
で
、
あ
と
二
年
で

す
。
年
金
生
活
で
す
か
ら
、
大
し

た
事
は
出
来
ま
せ
ん
（
一
九
九
三

年
ニ
ッ
サ
ン
セ
ン
ト
ラ
を
買
い
替

え
る
こ
と
も
で
き
ず
、
十
七
年
間

乗
っ
て
い
る
。
）
が
生
活
も
出
来

ず
、
生
き
詰
ま
っ
た
、
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
状
態
が

続
け
ば
、
転
変
地
異
が
無
い
限
り

人
生
の
満
期
ま
で
平
穏
無
事
で
あ

ろ
う
、
と
思
っ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　

・
・
・
・
・

　

満
期
ま
で
あ
と
二
年
、
私
は
気

に
染
ま
な
い
事
は
一
切
や
ら
な

い
、
楽
し
い
と
思
う
こ
と
を
一
生

懸
命
や
る
、
と
い
う
こ
と
に
決
め

た
の
で
す
。
家
族
や
交
友
関
係
に

は
一
切
迷
惑
を
か
け
な
い
、
と
い

う
こ
と
が
大
前
提
の
上
で
で
す
。

そ
こ
で
私
は
、
辞
世
の
句
を
作
り

ま
し
た
。

　

楽
し
き
を　

思
い
残
す
な　

 
 

此
の
世
と
も　

今
日
を
限
り
の

 
 

命
と
思
へ
ば

補
釈
を
必
要
と
す
る
程
の
。
む
つ

か
し
句
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
情

は
御
理
解
い
た
だ
け
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
こ
の
原
稿

を
書
い
て
居
て
も
、
コ
ゲ
茶
色

の
声
が
、
耳
に
響
い
て
、
尻
が

ム
ズ
ム
ズ
す
る
始
末
で
す
。

　
　
　

・
・
・
・
・

　

セ
ブ
日
本
人
会
Ｇ
Ｂ
ク
ラ
ブ

は
、
除
々
に
プ
レ
ー
ヤ
ー
が

減
っ
て
、
常
時
練
習
会
に
顔
を

出
す
の
は
、
私
一
人
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し

た
。
一
人
で

は
チ
ー
ム
と

は
言
え
ま
せ

ん
。
パ
ハ
ラ

に
顔
を
出
す
日

本
人
Ｇ
Ｂ
愛
好

者
と
い
う
わ
け

で
す
。
こ
の
パ

ハ
ラ
に
は
、
幼

児

向

遊

園

施

設
が
あ
っ
て
、
日
曜
祭
日
は
大

そ
う
賑
わ
い
ま
す
。
Ｇ
Ｂ
コ
ー

ト
の
周
囲
に
は
見
物
の
野
次
馬

男
・
馬
子
さ
ん
が
大
勢
来
ま
す
。

売
店
も
十
軒
位
あ
っ
て
飲
物
、

ス
ナ
ッ
ク
ス
に
事
欠
く
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
此
処
で

レ
ッ
ド
ホ
ー
ス
を
買
っ
て
喉
を

潤
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ナ
イ

ス
プ
レ
ー
が
出
る
と
「
レ
ッ
ド

ホ
ー
ス
パ
ワ
ー
。
」
と
叫
ん
で
、

自
己
ア
ピ
ー
ル
を
し
ま
す
。
前

に
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
少
々

上
達
し
て
、
ナ
イ
ス
プ
レ
ー
が

し
ば
し
ば
出
る
よ
う
に
な
り
、

レ
ッ
ド
ホ
ー
ス
パ
ワ
ー
の
宣
伝

が
行
き
渡
り
、
今
で
は
皆
さ
ん

か
ら
レ
ッ
ド
ホ
ー
ス
パ
ワ
ー
と

声
援
を
戴
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

四
月
中
旬
か
ら
５
月
上
旬
に

か
け
て
、
マ
ン
ダ
ウ
エ
市
長
杯

争
奪
シ
ニ
ア
シ
チ
ズ
ン
ト
ー
ナ
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メ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
マ

ン
ダ
ウ
エ
市
シ
ニ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
す
か
ら
、
セ
ブ
市
の
人
、
私

の
よ
う
な
外
国
人
、
そ
し
て
六
〇

才
未
満
の
人
は
、
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
私

は
、
ゲ
ー
ム
に
は
参
加
で
き
な
く

て
も
何
と
か
関
わ
り
を
持
ち
た
い

と
思
い
、
大
会
運
営
の
お
手
伝
い

を
申
し
出
ま
し
た
。
丁
度
こ
の
時

期
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
選
挙
の
真
最

中
で
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
運
営
の
ス

タ
ッ
フ
が
不
足
し
て
い
た
の
で

す
。
私
の
申
し
出
は
よ
ろ
こ
ん
で

受
容
れ
ら
れ
、
時
計
係
を
勤
め
ま

し
た
。
時
計
係
と
い
う
の
は
、
各

レ
フ
リ
ー
に
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
合

図
を
送
る
。
次
に
途
中
経
過
時
分

を
報
知
す
る
。
残
り
五
分
と
一
分

毎
に
残
り
時
間
を
通
告
す
る
。
時

間
終
了
を
通
告
す
る
。
と
い
う
簡

単
な
仕
事
で
す
が
、
大
変
重
要
な

任
務
な
の
で
す
。
最
後
の
十
秒
で

形
勢
が
逆
転
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
秒
読
み
段
階
に
入
る
と
殺
気

立
っ
て
来
ま
す
。
時
計
の
読
み
違

い
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
の
最
も
印
象
に
残
っ
た
ゲ
ー

ム
は
、
弱
小
カ
ス
ン
チ
ガ
ン
が
強

豪
ハ
ゴ
ビ
ヤ
オ
を
十
七
対
十
六
で

破
っ
た
ゲ
ー
ム
で
あ
り
ま
し
た
。

　

私
が
無
事
に
時
計
係
を
務
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
普
段
か
ら

プ
レ
ー
を
通
じ
て
顔
馴
染
み
で

あ
っ
た
こ
と
と
、
レ
ッ
ド
ホ
ー
ス

の
源
氏
名
で
通
る
人
気
を
博
し
て

い
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
優
勝

決
定
戦
の
後
、
大
会
終
了
の
挨
拶

の
中
で
、
私
の
お
手
伝
い
に
対
す

る
謝
意
の
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
面
目
を
施
し
た
も
の
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
催
し

を
通
じ
て
、
草
の
根
の
日
比
親
善

を
重
ね
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

毎
年
十
二
月
に
な
る
と
日
本
か

ら
、
日
比
親
善
の
遠
征
隊
が
来
ま

す
。
こ
れ
は
観
光
省
主
催
で
す
。

そ
れ
に
間
に
合
う
よ
う
に
、
セ
ブ

日
本
人
会
Ｇ
Ｂ
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
無
論
、

試
合
に
勝
つ
こ
と
を
目
標
に
し
て

い
ま
せ
ん
。
セ
ブ
に
も
Ｇ
Ｂ
チ
ー

ム
が
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
大

事
な
の
で
す
。
私
は
毎
週
、
火
・
木
・

土
、
午
後
、
パ
ハ
ラ
Ｇ
Ｂ
コ
ー
ト

に
居
り
ま
す
。
是
非
、
皆
様
の
御

発
心
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
電
話
番
号　

２
３
８
・
６
９
６
０

セ
ブ
日
本
人
会
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

担
当
理
事　
　

車
谷　

安
弘

　

【
会
員
募
集
！
】

セ
ブ
日
本
人
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
は
、
十
二
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
観
光
省

主
催
の
日
比
友
好
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
に
向
け
て
、
会
員
の
募
集
を

行
っ
て
居
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
御
待
ち
し
て
居
ま
す
。

御
申
込
み
は
、
新
橋
下
、
パ
ハ
ラ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
に
、
火
・

木
・
土
の
午
後
、
車
谷
が
練
習
に

来
て
居
り
ま
す
の
で
、
御
面
談
、

又
は
２
３
８
・
６
９
６
０
（
車
谷

自
宅
）
ま
で
電
話
（
午
前
中
の
み
）

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



セブ市内でボーリングが楽しめるところ
◇ SM　ボーリング（SM モールの３F）
　 Phone :  (032) 232-0295
     Open : 平日 12 時 -23 時 / 土 ･ 日 10 時 -23 時

◇ Gaisano Bowling Complex（ガイサノカントリーモール裏）
     Phone :  (032)232-7170
     Open : 平日 12 時 -24 時 / 土 ･ 日 12 時 -24 時

(4)  CEBU-TOH-TSUSHIN  (THE JAPANESE ASSOCIATION, CEBU INC.)

ゴールデンウィーク
特別プロモ

日本で平均5万円を超えるホワイトニング
が、「セブ島通信」を持参で

２０％ＯＦＦ
通常15,000ペソ→12,000ペソ
さらに、歯石除去ケア無料です。

ホワイトニングは通常１～２時間程度で終了。
最新設備で一般治療、矯正、ホワイトニング

(032)505-6875
空港より5分のマリーナモール２階　 

10:00 - 19:00 日曜日休診

ワウ・セブ歯科医院 
Wow Cebu Dental Clinic

プロモ期限：７月１日～９月15日

VISA・MASTER利用可能

遊々亭 Yu-Yu TEi 
JAPANESE RESTAURANT 

遊々
亭ラ
ーメ
ン

200
ペソ

住所

#3 The Gallery,Juan Luna Ave,Kasambagan,Cebu City

電話 

営業時間 
昼：11:30-14:00 

夜：17:30-23:30 

(032)233-3093 

アヤラ＆ウォーターフロントホテル近く。「ギャラリーモール」内 

ランチメニューあり！

大好評！

激辛カレー

各種定食

カツどん

無添加スープのすっきり
「トンコツ鶏がらラーメン」と
「特製餃子」。
おつまみから新鮮刺身類まで、
是非お試しください！

• c  • c
(Document Translation).

(Procedures for Pension Benefits to a Filipino family)..

• c  • c
(Legal A dvice &  A ssistance).

SEC DTI (Mepz ) Mayor’s Permit

(D’ Tratou C ebu C o. L td.)
TEL: (032 340-4052 Lapu-Lapu City.

ebsite  www.cebu-mactan.jp/
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セブでボウリング

　　を楽しもう！

　　

以
下
は
、
私
の
知
っ
て
る
範

囲
で
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
投
げ
方

で
す
。
個
人
差
が
あ
り
ま
す
の

で
、
全
て
の
方
に
当
て
は
ま
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
コ
ー

チ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ

く
ま
で
も
参
考
程
度
に
お
読
み

く
だ
さ
い
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
始
め
る
前
に

・
い
き
な
り
投
げ
る
の
で
は
な

く
、
足
・
腕
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

(

日
常
生
活
で
使
わ
な
い
筋

肉
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
よ
く

ほ
ぐ
し
て
か
ら
始
め
ま
し
ょ

う
。)

・
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
の
レ
ン
タ
ル

シ
ュ
ー
ズ
は
、
右
き
き
・
左
き

き
両
方
の
方
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

(

従
っ
て
、
左
右
と
も
滑
り

易
く
な
っ
て
い
ま
す
。)

　

イ
ン
チ
表
示
で
す
の
で
、
目

安
と
し
て
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

メ
ン
ズ　

２
５
ｃ
ｍ
～
２
６

ｃ
ｍ(

７
～
８
イ
ン
チ)

、　

２
６
ｃ
ｍ
～
２
７
ｃ
ｍ(

８
～

９
イ
ン
チ)

　

レ
デ
ィ
ー
ス　

２
３
ｃ
ｍ
～

２
４
ｃ
ｍ(

６
～
７
イ
ン
チ)

、

　　　　長田　誠

２
４
ｃ
ｍ
～
２
５
ｃ
ｍ(

７
～
８

イ
ン
チ)

　

※
素
足
は
不
衛
生
で
す
の
で
、

ソ
ッ
ク
ス
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

・
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
の
備
え
付
け
の

ボ
ー
ル(

ハ
ウ
ス
ボ
ー
ル
と
言
い

ま
す
。)

を
選
ぶ
時
は
、
手
首
を

曲
げ
ず
に
ス
イ
ン
グ
で
き
る
重
さ

が
ベ
ス
ト
で
す
。
以
下
は
重
さ
の

目
安
で
す
。

　

６

～

８

ポ

ン

ド(
2
.
7
k

～

3
.
6
k
)

　

子
ど
も
用　
　
　

９
～

１
１
ポ
ン
ド(

4
.
1
k

～5
k
)

　

女

性
用

１
２
～
１
４
ポ
ン
ド(

5
.
4
k

～

5
.
9
k
)

　

男

性

用　
　

１

５

～

１
６
ポ
ン
ド(

6
.
8
k

～7
.
3
k
)

　

中
・
上
級
者
用

　

※
例
え
ば
、
１
３
ポ
ン
ド
○
○

の
表
示
ま
で
確
認
し
て
、
他
の
人

が
選
ん
だ
ボ
ー
ル
は
使
用
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

◎
ア
プ
ロ
ー
チ
【
マ
ナ
ー
編
】

・
両
隣
を
良
く
見
て
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
に
立
ち
ま
し
ょ
う
。

　

隣
の
レ
ー
ン
の
人
が
ボ
ー
ル
を

投
げ
よ
う
と
し
た
ら
、
ア
プ
ロ
ー

チ
に
立
た
ず
、
隣
の
レ
ー
ン
の
人

が
投
げ
終
わ
る
ま
で
待
ち
ま
し
ょ

う
。(

人
に
よ
っ
て
は
、
投
球
後

後
づ
去
り
し
な
が
ら
隣
の
レ
ー
ン

ま
で
入
っ
て
し
ま
う
方
も
い
ま

す
。)

　

(

同
時
に
投
げ
て
、
手
や
足
が

接
触
し
思
わ
ぬ
怪
我
の
も
と
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。)

・
隣
同
志
が
同
時
に
ア
プ
ロ
ー
チ

に
立
と
う
と
し
た
場
合
は
、
右
側

の
レ
ー
ン
が
優
先
さ
れ
ま
す
が
、

お
互
い
に
譲
り
合
う
こ
と
が
望
ま

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

※
一
人
で
２
～
３
個
の
ボ
ー
ル

を
用
意
し
、
投
げ
終
わ
る
と
直
ぐ

に
別
の
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
ア
プ

ロ
ー
チ
に
立
つ
人
が
い
ま
す
。
再

三
そ
の
様
な
マ
ナ
ー
違
反
の
方
が

い
た
ら
、
遠
慮
な
く
ボ
ウ
リ
ン
グ

場
の
ス
タ
ッ
フ
へ
そ
の
旨
を
話
せ

ば
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
注
意
を
し
て

く
れ
ま
す
。

・
一
投
目
が
投
げ
終
わ
っ
た
り
、

ボ
ー
ル
を
拭
く
場
合
は
、
そ
の
都

度
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
降
り
ま
し
ょ

う
。

　

(

隣
の
レ
ー
ン
の
方
の
投
球
の

妨
げ
に
な
り
ま
す
。)

・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
投
球
す

る
人
の
み
が
入
っ
て
く
だ
さ
い
。

(

ボ
ー
ル
を
落
と
し
た
り
、
振
っ

た
ボ
ー
ル
に
当
た
る
と
危
険
で

す
。)

・
フ
ァ
ー
ル
ラ
イ
ン
を
越
え
て
投

げ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
レ
ー
ン
に

オ
イ
ル
が
塗
っ
て
あ
り
ま
す
の

で
、
シ
ュ
ー
ズ
に
オ
イ
ル
が
付
着

し
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を
汚
し
た
り
、

滑
っ
て
転
ん
だ
り
影
響
が
あ
り
ま

す
。

◎
ア
プ
ロ
ー
チ
【
実
技
編
】

１
、
ス
タ
ン
ス

　

・
目
標
の
ピ
ン
と
体
の
向
き
が

正
面
に
来
る
よ
う
に
立
つ
。

　

・
右
足
を
少
し
引
く
。

　

・
ボ
ー
ル
を
持
つ
腕
の
脇
が
開

か
な
い
よ
う
に
。

　

・
ボ
ー
ル
を
手
の
ひ
ら
に
乗
せ

る
イ
メ
ー
ジ
で
構
え
る
。

２
、
ス
イ
ン
グ

・
プ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ェ
イ

振
り
子
の
原
理
で
ボ
ー
ル
の
重
さ

を
軽
減
さ
せ
、
ボ
ー
ル
に
ス
ピ
ー

ド
が
出
て
、
強
い
ボ
ー
ル
が
投
げ

ら
れ
る
。

・
ダ
ウ
ン
ス
イ
ン
グ

　

脇
を
開
い
た
り
、
ボ
ー
ル
を
体

の
内
側
に
入
れ
な
い
。(

ボ
ー
ル

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪
く
な
っ
た

り
、
ボ
ー
ル
が
足
に
当
た
っ
た
り

し
ま
す
。)

・
バ
ッ
ク
ス
イ
ン
グ

　

ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
強
い
ボ
ー
ル

が
投
げ
ら
れ
る
。

・
リ
リ
ー
ス
と
フ
ォ
ロ
ー

　

ド
ス
ン
と
音
を
立
て
て
飛
ば
す

の
で
は
な
く
、
飛
行
機
の
ソ
フ
ト

ラ
ン
デ
イ
ン
グ
の
イ
メ
ー
ジ
。

　

自
分
の
投
げ
る
ス
パ
ッ
ト
に

ボ
ー
ル
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。

　

良
い
リ
リ
ー
ス
は
ボ
ー
ル
に
体

重
が
乗
り
、
強
い
ボ
ー
ル
が
投
げ

ら
れ
る
。

　

フ
ォ
ロ
ー
ス
タ
イ
ル
は
、
一
般

的
に
握
手
を
し
た
手
の
形
が
望
ま

し
い
。(

ボ
ー
ル
に
フ
ッ
ク
が
か

か
り
、
回
転
す
る
こ
と
で
ピ
ン
を

倒
し
易
く
す
る
。)

◎
そ
の
他

・
よ
く
女
性
で
ゆ
～
っ
く
り
、
ゆ

～
っ
く
り
の
超
ス
ロ
ー
ボ
ー
ル
を

投
げ
る
方
が
い
ま
す
が
、
曲
が
る

の
で
フ
ッ
ク
ボ
ー
ル
と
勘
違
い
さ

れ
て
ま
す
が
、
あ
れ
は
遅
い
か
ら

曲
が
る
だ
け
で
す
。
ピ
ン
に
当
た

る
強
さ
が
な
い
の
で
、
あ
ま
り
ピ

ン
が
倒
れ
ま
せ
ん
。

アプローチ スパット ピン

ファールライン

↓

・
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
上
達
方
法
は
、

ま
ず
１
番
ピ
ン(

ヘ
ッ
ド
ピ
ン)

に
当
て
る
こ
と
で
す
。(

簡
単
な

よ
う
で
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い

で
す
ね
。)

そ
れ
が
ス
ペ
ア
を
取

り
易
く
し
ま
す
し
、
徐
々
に
ボ
ー

ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
ス
コ
ア
ア
ッ
プ
に
繋
が

る
と
思
い
ま
す
。

・
１
番
ピ
ン
に
当
て
る
に
は
、
体

の
痛
み
に
耐
え
な
が
ら
、
練
習
し

か
な
い
よ
う
で
す
。

『
さ
あ
！
あ
な
た
も
ボ
ウ

リ
ン
グ

を

始
め
ま
せ
ん

か
？
！
』

レーン
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２
０
１
０
年
度

【
年
間
行
事
計
画
】　
　

４
月
１
０
日　
　
　

入
学
式　

４
月
２
４
日　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

５
月
８
日　
　
　

こ
ど
も
の
日

６
月
５
日　

 
 

全
校
体
育
授
業

７
月
１
０
日　

七
夕
・
星
空
観
察

１
０
月
１
０
日　

セ
ブ
大
運
動
会

１
２
月
１
８
日　

ク
リ
ス
マ
ス
会

１
月
８
日　
　
　

新
年
餅
つ
き

２
月
５
日　
　
　

節
分

３
月
５
日　
　
　

ひ
な
ま
つ
り

３
月
２
６
日　
　

卒
業
式

【
休
校
日
】

４
月
３
日
、
１
０
月
３
０
日
、

１
２
月
２
５
日
、
１
月
１
日　
　

　
　
　

年
間
授
業
日
数
４
８
日

補
習
校
へ
の
入
学

二
〇
一
〇
年
四
月
の
入
学
申
込
み

は
締
め
切
り
ま
し
た
。
現
在
、
本

邦
の
学
校
か
ら
セ
ブ
に
転
入
し
て

一
年
以
内
の
児
童
・
生
徒
の
み
入

学
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

  
Since 1983, Cebu  J apanese

CJS
　だより

２０１０年７月

現在

生徒数　計 85 名
常勤講師　12 名
非常勤　　 12 名

広告募集中です。セブ島通信の印刷費は広告料金でまかなっています。ぜひご協力ください。

【広告料金】①　3 分の１　2 段　　800 ペソ
②　2 分の１　2 段　1,200 ペソ
③　3 分の 2 　2 段　1,600 ペソ
④　全幅　　　2 段　2,400 ペソ

【お願い】①　最低 3 ヶ月は継続して下さい。
②　この 3 号分は同一原稿です。
③　お支払いは前金原則です。
④　完成した原稿をご用意下さい。

【お申し込みは】
セブ日本人会事務局
電話：032 － 343-8066
FAX：032 － 343-7663

新担任　自己紹介新担任　自己紹介

　

 

Ｍ
Ｊ
Ｓ
巡
回
指
導
授
業　

２
０
１
０
年 

５
月 

２
２
日

　

巡
回
指
導
授
業
と
は
在
外
日
本
人
教
育
施
設
に
お
け
る
教
育
水
準
の
向
上
を
図
る

た
め
、
日
本
か
ら
の
派
遣
教
師
が
い
な
い
補
習
授
業
校
に
対
し
、
そ
の
近
隣
地
域
に

所
在
す
る
派
遣
教
師
を
有
す
る
在
外
教
育
施
設
か
ら
教
師
を
巡
回
指
導
さ
せ
る
も
の

で
、
本
校
で
は
、
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
（
Ｍ
Ｊ
Ｓ
）
の
協
力
を
得
て
、
年
２
回
な
い

し
３
回
の
巡
回
指
導
を
実
施
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
会
補
習
校
の
新
し
い
試
み

　
　
　

Ｊ
Ｓ
Ｌ
ク
ラ
ス
導
入
に
つ
い
て　

阿
部 

桂
子

　

今
年
度
か
ら
、
教
科
書
ク
ラ
ス
・
日
本
語
ク
ラ
ス
に
加
え
て
、

J
a
p
a
n
e
s
e
 
a
s
 
S
e
c
o
n
d
 
L
a
n
g
u
a
g
e
 
C
l
a
s
s

、
略
し
て
Ｊ
Ｓ
Ｌ
ク
ラ
ス
が

新
た
な
試
み
と
し
て
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
他
の
ク
ラ
ス

に
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
お
伝
え
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　皆さん、こんにちは！
この 4 月から補習校で教鞭を執ることになりました畠山正
平です。
出身は東京都品川区で、セブに移住してから 8 年になりま
す。会社を退職後の移住でしたので今までずっと気ままな

「悠々自適生活」を謳歌してきましたが、そろそろ在セブ
日本人社会に少しでも貢献したいと考えていた矢先に、補
習校の新留校長から「補習校の子供達の勉強をみてくれな
いか」とのお誘いがありましたので、お受けした次第です。
以前フィリピン人に日本語を教える学校でボランティア講
師をしていた経験がありますので、これならお役に立てる
のでは・・・と考えたからです。
現在の講師の中で最年長ではありますが現役時代は電気技
術者でしたので、得意の理数系を中心に子供達に勉強の楽
しさを教えられたらと思っています。

◇◆畠山正平 先生 ◆◇

　

本
年
第
一
回
目
は
、
Ｍ
Ｊ
Ｓ
小

又
校
長
先
生
は
じ
め9

名
の
先
生

方
が
来
ら
れ
模
範
授
業
を
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

教
科
書
ク
ラ
ス
で
は
算
数
と
理

科
並
び
に
図
画
工
作
そ
し
て
日
本

語
ク
ラ
ス
は
音
楽
と
図
画
工
作
の

授
業
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

授
業
終
了
後
、
授
業
の
進
め
方

や
指
導
方
法
に
つ
い
て
熱
心
な
意

見
交
換
を
行
い
、
さ
ら
に
夜
に
は

食
事
会
を
兼
ね
た
懇
親
会
も
開
催

さ
れ
、
普
段
な
か
な
か
聞
け
な
い

本
音
を
交
え
た
意
見
交
換
を
行
な

う
な
ど
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
８
月
に
第
２
回
目
そ
し

て
来
年
２
月
に
３
回
目
の
巡
回
指

導
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　

■
Ｊ
Ｓ
Ｌ
ク
ラ
ス
と
は 

■

　

Ｊ
Ｓ
Ｌ
ク
ラ
ス
は
、
生
徒
の
皆

さ
ん
の
日
本
語
学
習
の
ニ
ー
ズ
に

よ
り
柔
軟
に
対
応
で
き
る
と
い
う

の
が
一
番
の
醍
醐
味
で
す
。
対
象

は
、
従
来
の
日
本
語
能
力
検
定
試

験
４
級
合
格
レ
ベ
ル
が
目
安
に

な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
語
の
基
礎

は
今
ま
で
の
学
習
で
し
っ
か
り
と

イ
ン
プ
ッ
ト
出
来
て
い
る
の
で
、

今
度
は
Ｊ
Ｓ
Ｌ
ク
ラ
ス
で
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
に
、
つ
ま
り
会
話
に
特
に

重
点
を
置
い
た
授
業
を
し
て
い
ま

す
。

■ 

Ｊ
Ｓ
Ｌ
の
仲
間
達 

■

Ｊ
Ｓ
Ｌ
ク
ラ
ス
で
は
、
１
１
歳
～

１
６
歳
の
１
０
人
の
仲
間
で
楽
し

く
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
初
め
の

う
ち
は
、
控
え
目
で
、
は
に
か
み

や
さ
ん
だ
っ
た
の
が
、
う
ち
解
け

て
く
る
に
つ
れ
て
だ
ん
だ
ん
と
賑

や
か
な
ク
ラ
ス
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
休
み
時
間
も
み
ん
な
で
百
人

一
首
で
遊
ん
だ
り
と
、
と
て
も
仲

が
良
く
、
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲

気
で
授
業
を
し
て
い
ま
す
。
日
本

語
能
力
検
定
試
験
Ｎ
４
合
格
、
出

来
れ
ば
そ
れ
よ
り
も
更
に
難
し
い

Ｎ
３
突
破
を
目
標
に
、
一
生
懸
命

勉
強
し
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
目

指
す
目
標
が
は
っ
き
り
し
て
い

て
、
共
に
励
ま
し
合
い
、
切
磋
琢

磨
出
来
る
仲
間
が
い
る
と
、
断
然

気
合
い
の
入
り
方
も
違
う
よ
う
で

す
ね
。

■
授
業
の
概
要
■

◆
１
限
目
◆
国
語
。
３
年
生
の
国

語
の
教
科
書
を
使
用
し
て
、
朗
読
、

日
本
語
の
表
現
力
、
内
容
理
解
、

新
し
い
漢
字
の
習
得
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

◆
２
限
目
◆

①
文
法
の
復
習
と
応
用　

会
話

文
を
通
し
て
自
然
な
形
で
文
法
事

項
の
お
さ
ら
い
を
し
て
い
ま
す
。

１
０
月
以
降
か
ら
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｌ
専

用
の
教
科
書
を
使
っ
て
、
様
々
な

ト
ピ
ッ
ク
に
触
れ
な
が
ら
、
会
話

力
を
高
め
る
内
容
を
考
え
て
い
ま

す
。

②
リ
ス
ニ
ン
グ　

楽
し
み
な
が
ら

日
本
語
の
音
に
触
れ
て
も
ら
え
る

よ
う
、J

-
P
O
P

の
歌
詞
の
聴
き
取

り
を
し
て
い
ま
す
。

◆
３
限
目
◆

①
漢
字
の
テ
ス
ト
、
ま
た
は
練
習
。

漢
字
ド
リ
ル
や
漢
字
カ
ル
タ
で
繰

り
返
し
練
習
し
て
漢
字
が
定
着
す

る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

②
会
話　

と
に
か
く
楽
し
く
、
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
ゲ
ー
ム
や
フ
ラ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
使
っ
て
会
話
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
語

能
力
検
定
試
験
対
策
も
し
て
い
ま

す
。

■
目
指
す
と
こ
ろ
■

一
番
の
目
標
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ
と
で

す
。
読
み
・
書
き
だ
け
で
し
た
ら
、

独
学
も
可
能
で
す
が
、
会
話
は
自

力
で
は
身
に
つ
け
る
こ
と
が
難
し

い
分
野
だ
と
思
い
ま
す
（
私
自
身

の
経
験
上
で
す
が
・
・
）
休
日
の

貴
重
な
時
間
を
割
い
て
補
習
校
に

来
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
意
義

の
あ
る
、
実
用
的
な
日
本
語
学
習

内
容
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ｓ
Ｌ
ク
ラ
ス
は
他
の
ク
ラ
ス
よ

り
も
人
数
が
多
い
の
で
す
が
、
限

ら
れ
た
時
間
内
で
会
話
練
習
時
間

が
最
大
限
確
保
で
き
る
よ
う
に

と
、
常
勤
講
師
と
、
補
助
講
師
の

２
人
で
授
業
を
受
け
持
っ
て
い
ま

す
。
補
助
講
師
も
、
今
学
期
か
ら

新
た
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

必
要
に
応
じ
て
少
人
数
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
た
り
、
き
め
細
か
な

フ
ォ
ロ
ー
が
出
来
る
の
が
一
強
み

で
す
。

今
年
度
、
新
た
な
取
り
組
み
に
か

か
わ
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
実
り
の

あ
る
一
年
に
な
る
よ
う
、
真
剣
に

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
こ
の
Ｊ

Ｓ
Ｌ
ク
ラ
ス
を
温
か
く
見
守
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

■
講
師
の
紹
介
■

◆
常
勤
講
師
◆

阿
部
桂
子
と
申
し
ま
す
。
一
年
だ

け
の
留
学
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
来
る

予
定
だ
っ
た
の
が
、
早
在
住
歴
５

年
目
に
突
入
で
す
。
（
マ
ニ
ラ
に

３
年
い
ま
し
た
）
セ
ブ
補
習
校
に

は
、
昨
年
の
４
月
か
ら
非
常
勤
講

師
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◆
補
助
講
師
◆

阿
部
紋
子
と
申
し
ま
す
。
私
は
、

九
州
大
学
２
年
生
で
、
今
年
１
年

間
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
に
交
換
留
学

し
て
お
り
ま
す
。
若
輩
者
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
楽
し
く
実
り
あ
る

授
業
に
な
る
よ
う
、
姉
共
々
精
一

杯
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。



おいしい豚肉はいかがですか？　
日本で開発された家畜用発酵混合飼料（サプリメント）を使用して飼育してます。

健康に育つため病気の心配がないので、抗生物質は使用してません。

愛情豊かな飼育を実践し、プールで遊んだりしながら、屋外でのびのびと育ってます。

甘くてジューシーな脂身、柔らかい肉質。健康と美容成分が豊富に含まれています。

開発者のふるさとにちなんで「スーパーポーク　フジヤマ」と名付けました。

お問い合わせ・ご予約先

BY:VINCENT FARM AND MEAT SHOP
SITIO BITOON, BRGY.CADARUHAN,BORBON CEBU
becsafefoundation@gmail.com　/　TEL (032)432-9260

ばら肉　1kg　300 ペソ　　　　ロース　1kg　300 ペソ
もも　　1kg　300 ペソ　　　　etc

毎週土曜・日曜お届け
ご注文は 1kg 単位。品切れの際は、ご了承下さい。

　

門
脇
椿
峨

CEBU-TOH-TSUSHIN  (THE JAPANESE ASSOCIATION, CEBU INC.) 2010  JULY.   VOL 117  (2)
　

二
〇
一
〇
・
四
・
十
一
、
一
時
帰
国

し
た
折
に
靖
子
（
次
女
）
の
提

案
で
、
東
京
都
目
白
の
椿
山
荘

で
私
の
卒
寿
祝
い
の
会
が
催
さ

れ
た
。
卒
寿
と
は
満
九
十
歳
の

こ
と
で
あ
る
。

　

妻
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
、

毎
年
の
私
の
誕
生
日
に
は
友
子

（
長
女
）
と
靖
子
で
さ
さ
や
か
に

祝
っ
て
く
れ
て
い
た
が
、
八
八

歳
の
米
寿
祝
い
の
と
き
に
は
平

素
と
変
わ
ら
ぬ
あ
っ
さ
り
と
し

た
も
の
で
あ
っ
た
の
を
気
に
し

て
お
り
、
さ
ら
に
い
つ
も
お
姉

ち
ゃ
ん
の
友
子
に
ば
か
り
私
の

面
倒
を
看
て
も
ら
っ
て
い
る
こ

と
を
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
た

靖
子
は
、
自
分
の
発
案
で
こ
の

会
を
催
す
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

靖
子
の
発
案
に
賛
同
し
た
私

の
弟
利
タ
ダ
は
遠
路
遙
々
島
根

県
の
松
江
市
か
ら
駆
け
付
け
て

く
れ
、
横
浜
に
住
む
弟
の
達
祐

は
妻
の
直
子
さ
ん
と
と
も
に
出

席
し
て
く
れ
た
。
友
子
夫
婦
と

そ
の
息
子
（
真
樹
）
・
靖
子
夫
妻

と
合
わ
せ
て
八
名
で
心
の
和
む

会
を
催
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

　

椿
山
荘
は
東
京
で
最
も
格
式

が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
会
場

で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
日
も
結

婚
式
が
三
組
ぐ
ら
い
お
行
わ
れ

て
い
て
綺
麗
に
着
飾
っ
た
大
勢

の
人
が
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て

い
た
。
ま
た
あ
る
大
学
の
入
学

祝
い
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

賑
や
か
な
グ
ル
ー
プ
も
大
勢
見

ら
れ
た
。

　

我
々
が
女
中
さ
ん
に
案
内
さ

れ
た
と
こ
ろ
は
敷
地
内
の
離
れ
家

に
な
っ
て
い
る
木
春
堂
の
中
庵
と

い
う
部
屋
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
木

造
平
屋
の
個
室
で
、
出
さ
れ
る
の

は
す
し
会
席
で
あ
っ
た
。

　

案
内
さ
れ
た
部
屋
に
入
る
と
、

白
衣
を
着
た
板
前
が
窓
際
に
で
ん

と
構
え
て
次
々
に
色
々
の
す
し
を

握
っ
て
く
れ
、
和
服
を
上
手
に
着

こ
な
し
た
上
品
な
女
中
さ
ん
は
酒

の
好
み
と
か
燗
の
具
合
を
訊
い
て

は
別
室
か
ら
運
ん
で
き
て
く
れ
て

い
た
。

　

下
戸
の
私
は
酒
の
こ
と
は
全
く

わ
か
ら
な
い
が
、
酒
の
好
き
な
弟

や
婿
さ
ん
た
ち
は
な
か
な
か
旨
い

と
言
っ
て
は
盛
ん
に
杯
を
干
し
て

い
た
。
握
る
す
し
の
ネ
タ
は
み
な

新
鮮
で
、
板
前
の
握
っ
て
く
れ
る

す
し
は
い
ず
れ
も
美
味
で
み
な
舌

鼓
を
打
っ
て
い
た
。

　

靖
子
か
ら
あ
ら
た
め
て
開
会
の

挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
靖
子
と
友
子

か
ら
私
に
花
束
を
贈
呈
し
て
く
れ

た
。
私
は
そ
れ
に
対
し
て
心
か
ら

の
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、
会
は
い

よ
い
よ
佳
境
に
入
っ
て
き
た
。

　

私
は
九
十
歳
、
松
江
の
弟
は

八
十
一
歳
、
横
浜
の
弟
夫
婦
は
と

も
に
七
十
九
歳
み
な
年
を
と
っ
た

も
の
だ
。
両
親
と
妻
や
姉
は
早
く

こ
の
世
を
去
っ
た
と
い
う
の
に
。

　

真
樹
と
直
子
さ
ん
か
ら
も
記
念

の
品
を
贈
ら
れ
、
そ
の
後
一
同

揃
っ
て
集
合
写
真
を
撮
る
。

　

和
や
か
な
会
が
終
わ
っ
て
か
ら

み
ん
な
で
園
内
を
散
策
し
た
。
勾

配
の
あ
る
園
内
に
は
十
九
種
類

八
十
二
本
も
の
桜
が
咲
い
て
お

り
、
そ
の
ほ
か
に
も
色
々
の
花
が

咲
い
て
い
た
。
園
内
を
見
終
わ
っ

て
裏
木
戸
か
ら
外
に
出
て
見
る
と

神
田
川
が
目
の
前
に
あ
り
、
川
に

沿
っ
て
満
開
の
桜
の
並
木
が
延
々

と
続
い
て
い
て
そ
の
見
事
な
こ
と
。

　

セ
ブ
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
桜
を
、
今
回
は
椿
山
荘
や
神
田

川
沿
岸
・
光
が
丘
公
園
・
高
田
馬

場
そ
の
他
各
地
で
存
分
に
見
る
こ

と
が
出
来
、
お
お
い
に
満
足
を
覚

え
た
。

　

椿
山
荘
で
の
会
が
終
わ
っ
て
か

ら
み
な
打
ち
揃
っ
て
和
光
市
の

わ
が
家
に
行
き
、
友
子
と
靖
子
が

作
っ
て
く
れ
た
肴
を
つ
ま
み
な
が

ら
二
次
会
と
な
っ
た
。
椿
山
荘
で

い
い
加
減
仕
上
が
っ
て
い
た
弟
と

婿
さ
ん
た
ち
は
、
飲
む
ほ
ど
に
百

論
諷
発
し
て
激
論
を
交
わ
し
は
じ

め
た
。
酔
っ
て
い
な
い
私
は
そ
の

会
話
の
中
に
は
加
わ
る
気
に
は
な

れ
ず
、
た
だ
彼
ら
の
会
話
に
耳
を

傾
け
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

六
月
十
一
日
、
こ
ん
ど
は
友
子
の

発
案
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
セ
ブ
島
に

あ
る
神
楽
と
い
う
日
本
料
理
屋
に

お
い
て
、
平
素
友
子
夫
婦
が
親
し

く
し
て
い
る
人
た
ち
と
セ
ブ
日
本

人
会
会
長
の
ほ
か
、
い
つ
も
私
と

麻
雀
を
共
に
し
て
く
れ
て
い
る
仲

間
四
名
を
合
わ
せ
て
十
五
名
参
集

し
て
賑
や
か
に
私
の
卒
寿
を
祝
っ

て
く
れ
た
。

　

神
楽
の
支
配
人
直
紀
さ
ん
が
気

を
遣
っ
て
く
れ
た
ら
し
く
、
会
場

は
す
ご
く
派
手
に
拵
え
て
あ
っ

た
。
沢
山
吊
る
さ
れ
て
い
る
風

船
に
は
「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー

九
十
、
カ
ド
ワ
キ
サ
ン
」
と
英
文
で

書
か
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
会
場
の

奥
に
は
私
の
卒
寿
を
を
祝
う
派
手

派
手
し
く
英
文
で
大
書
し
た
紙
が

貼
ら
れ
て
い
た
。　

　

約
二
時
間
食
べ
き
れ
な
い
料
理

と
各
自
の
好
み
の
飲
み
物
を
注
文

し
て
、
会
は
和
や
か
に
進
行
し
、

九
時
過
ぎ
に
解
散
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
い
ろ
い
ろ
の
人
か
ら
持

ち
き
れ
な
い
ほ
ど
ん
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
贈
ら
れ
、
さ
ら
に
多
く
の
人

か
ら
祝
い
の
こ
と
ば
を
頂
戴
し
、

さ
ら
に
ホ
ス
テ
ス
全
員
か
ら
も
祝

い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
、
平
素

の
付
き
合
い
は
大
事
だ
な
と
い
う

こ
と
を
痛
切
に
感
ず
る
ひ
と
と
き

で
あ
っ
た
。

　

友
子
と
靖
子
は
い
つ
も
私
に
な

に
か
と
気
を
遣
っ
て
く
れ
、
い
い

娘
を
持
っ
た
と
幸
せ
を
感
ず
る
と

共
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け

て
い
る
の
で
あ
る
。

卒
寿
祝
い

5 月 22 日、JATIC（セブ日本人旅行業協会）メンバーによるボランティア

プロジェクトとして、オランゴ島のマングローブ植林を行いました。豊

かな自然を守ることはいずれは観光業の発展に繋が

ると考えたからです。

　マクタンの船着場からバンカボートで 15 分程で

オランゴの港へ到着。そこからジプニーに乗り換え

て 10 分程で、Olango Island Wildlife Sanctuary

に到着。このエリアに広大なマングローブ湿地が広

がっています。ここは 1992 年、野生生物保護地域

して宣言、2 年後の 1994 年には水鳥と湿地の保護

に関する国際条約である「ラムサール条約」に登録

された場所。

 ここでスタッフの方から、マングローブ苗木の植え方を習い、約 2500

本の苗木を植林。50cm 間隔を空けて苗木を植林、根付率は約 30％だそう

です。植林の後は、歩いて 5 分ほどのところにあるバードサンクチュア

リを見学。渡り鳥のシーズンは、9 月から 3 月。残念ながら、今回は数

種の鳥を見るだけとなりました。しかし、この湿地帯がいかに生物にとっ

て貴重な場所であるか、みな感じ

たプロジェクトでした。2500 本の

うちの何本かが、たくましく根付

き、貴重なマングローブ林になっ

てもらいたいと、感想をもちまし

た。今後も、セブの観光に役立つ

ボランティア活動を JATIC として

続けていく予定です。

Japanese  Association of Travel Industries, Cebu （JATIC）
ボランティアプロジェクト

オランゴ島でのマングローブ植林
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私
は
大
痔
主
で
あ
っ
た
。
2
5

年
前
に
伊
勢
原
の
東
海
大
学
病

院
外
科
で
手
術
を
し
た
が
、
セ

ブ
に
来
て

1
0

年
、
イ
ラ
イ
ラ
、

ス
ト
レ
ス
で
ま
た
脱
肛
し
て
き

て
い
た
。
痔
の
種
類
は
「
イ
ボ
」

と
「
切
れ
」
の

2

種
類
で
あ
る
。

イ
ボ
が
大
き
く
な
り
「
脱
肛
」

し
て
く
る
が
、
「
切
れ
」
は
細
菌

が
入
り
、「
痔
ろ
う
」
や
「
痔
核
」

に
な
る
。
動
物
が
生
存
す
る
た

め
に
は
食
物
が
一
番
必
要
で
あ

る
。
食
物
を
摂
れ
ば
、
不
要
物

は
体
外
に
出
さ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
そ
の
最
先
端
が
黄
門
様

で
あ
り
、
最
重
要
場
所
で
あ
る
。

出
口
が
詰
ま
る
と
、
各
種
の
病

気
の
源
に
な
る
。
だ
が
、
場
所

が
場
所
で
あ
る
の
で
、
誰
も
口

に
出
さ
ず
命
に
別
状
が
な
い
か

ら
、
だ
ま
し
ダ
マ
シ
使
っ
て
い

る
が
、
3

人
に
１
人
の
割
合
と

聞
い
て
い
る
。

 

私
の
場
合
は
「
脱
肛
」
が
大
き

く
な
り
、
用
た
し
時
歩
い
て
い

て
も
出
て
き
た
。
気
持
ち
も
悪

く
、
そ
の
ま
ま
で
い
る
と
擦
れ

て
痛
く
な
る
。
屋
外
で
の
健
康

運
動
も
ま
ま
な
ら
な
い
の
で
決

断
し
た
。
2
5

年
前
の
手
術
後

は
食
物
繊
維
を
含
む
も
の
を
出

来
る
だ
け
と
る
よ
う
に
し
て
い

た
が
、
ま
た
な
っ
た
。

 

セ
ブ
に
も
病
院
が
あ
る
し
難
し

い
手
術
で
は
な
い
の
で
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
外
科
医
で
も
出
来
る
だ
ろ
う

が
、
前
回
手
術
後
か
ら
通
常
排

便
ま
で
が
大
変
苦
労
し
た
の
で
、

専
門
病
院
を

N
e
t

で
探
し
た

り
、
友
人
に
聞
い
た
り
し
横
浜
市

に
「
松
島
大
腸
、
肛
門
病
院
」
を

見
つ
け
た
。
受
診
後
直
ち
に
入
院

治
療
し
て
も
ら
お
う
と
メ
ー
ル
を

2

～

3

回
出
し
て
か
ら
、
直
接

出
向
い
た
。

 

9

時
開
院
と
有
っ
た
の
で
、
近

く
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
に
泊
ま

り
、
8
時
4
0
分
に
病
院
に
入
っ

た
が
、
す
で
に
大
勢
の
人
が
待
っ

て
い
た
。
男
女
半
数
で
、
3
0

～

4
0

代
の
人
も

3

割
以
上
い

た
。
9

時
受
付
後
、
2
0

分
待

ち
で
呼
ば
れ
た
。

 

診
察
室
は

8

か
所
で
、
て
き
ぱ

き
と
進
ん
で
い
る
。
7

階
建
の

大
き
な
病
院
だ
が
、
セ
ブ
の
大
学

病
院
と
違
い
看
護
婦
や
事
務
員
の

仕
事
振
り
が
手
早
く
見
て
い
て
気

持
ち
が
い
い
。
呼
ば
れ
た
の
は

2

番
診
療
室
で
運
よ
く
松
島
院

長
で
あ
っ
た
。
8
0

歳
を
過
ぎ

て
い
る
と
見
た
が
、
診
断
後
直
ち

に
、
「
手
術
必
要
、
空
き
部
屋
予

定
を
窓
口
で
聞
い
て
、
再
度
お
い

で
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、

「
手
術
を
す
ぐ
に
し
て
も
ら
お
う

と
有
名
な
こ
の
病
院
に
セ
ブ
島
か

ら
来
ま
し
た
。
待
つ
間
は
ホ
テ
ル

に
泊
ま
ら
な
く
て
は
な
ら
ず
、
渡

航
費
用
も

1
0

万
円
か
か
る
か

ら
、
何
と
か
緊
急
入
院
扱
い
に
し

て
く
だ
さ
い
」
と
頼
み
込
ん
だ
。

院
長
が
「
セ
ブ
島
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
」
と
聞
い
た
の
で
、
持
参
の

ド
ラ
イ
マ
ン
ゴ
を
出
し
話
し
な
が

ら
「
こ
れ
は
脈
が
あ
る
」
と
思
っ

て
い
た
ら
、
予
約
係
を
呼
ん
で
「
緊

急
入
院
」
と
書
類
に
書
き
込
ん
で

く
れ
た
。

 

血
液
検
査
、
病
歴
、
飲
ん
で
い

る
医
薬
品
健
康
食
品
の
質
問
等
一

時
間
ほ
ど
さ
れ
た
後
、
病
室
に
案

内
さ
れ
た
。
大
部
屋(

無
料)

、

4

人

部

屋
（
\
4
,
2
5
0
）

2

人

屋
（
\
1
0
,
0
0
0
）
、

個
室
（
￥
2
0
,
0
0
0
）
別
室

（
￥
5
0
,
0
0
0
）
が
あ
る
が
。

大
部
屋
に
は
空
き
は
な
く
、
4

人
部
屋
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。
明

日
手
術
を
す
る
が
、
9

番
目
と

言
わ
れ
驚
い
た
。
毎
日

1
0

人

前
後
の
手
術
が
行
わ
れ
て
い
る
。

手
術
室
は

2

箇
所
だ
が
、
大
き

な
部
屋
が
半
分
に
仕
切
ら
れ
、
医

師
達
が
仕
切
を
越
え
て
両
方
の
患

者
の
手
術
状
況
を
見
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
指
導
的
な
医
者
が

若
手
の
医
師
に
指
示
を
与
え
る
た

め
に
立
合
っ
て
い
る
。
執
刀
医
１

人
、
麻
酔
医

1

人
、
看
護
婦

4

人
の

6

名
が
１
グ
ル
ー
プ
の
よ

う
で
あ
る
。
仕
切
を
隔
て
た
場
所

も
同
じ
体
制
で
あ
っ
た
。

安
心
し
た
せ
い
か
、
最
初
の
背

中
へ
の
麻
酔
注
射(

半
身)

が

ち
ょ
っ
と
痛
い
だ
け
で
、
そ
の
他

の
痛
み
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

約

2
0

分
で
終
わ
っ
た
。
こ
こ

ま
で
の
経
過
は
ど
こ
の
病
院
で
も

同
じ
だ
ろ
う
が
、
「
痔
」
の
手
術

は
そ
の
後
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

排
便
時
に
は
出
血
す
る
し
排
便
は

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
病
院
は
便
器
自
体
に
特
別
の

工
夫
が
さ
れ
て
い
る
上
「
坐
浴
専

門
の
便
座
」
が
あ
る
。
こ
れ
が

専
門
病
院
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ど
こ
を
探
し
て

も
、
こ
ん
な
便
座
は
な
く
、
日
本

の
外
科
泌
尿
器
病
棟
に
も
め
っ
た

に
な
い
と
思
わ
れ
る
。
す
ば
ら
し

い
設
備
と
教
育
さ
れ
た
ナ
ー
ス
、

完
璧
な
サ
ー
ビ
ス
だ
か
ら
多
く
の

患
者
が
訪
れ
る
の
は
当
然
だ
と

感
じ
た
。
痔
の
問
題
解
決
に
は
、

1
0
0
％
の
自
信
を
持
っ
て
こ
の

病
院
を
薦
め
た
い
。

 

私

は

1
4

日

間

入

院

し

た

が
、
普
通
は

1
0

日
間
平
均
で

あ
る
。
料
金
は

3

割
負
担
で
、

1
2

万

5

千
円(

4

人
部
屋
差

額
ベ
ッ
ト
含
ま
ず)

で
あ
っ
た
。

9

月

3
0

日

入

院
、
1
0

月

1
2

日
退
院
の

1
4

日
間
で
、

最
初
の
3
日
間
は
4
人
部
屋
（
差

額
ベ
ッ
ト
￥
5
2
5
0
）
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
希
望
し
て
い
た
大

部
屋
が
取
れ
た
の
で
後
は
無
料
で

あ
る
。
大
部
屋
の
間
取
は

4

人

部
屋
と
同
じ
だ
が
、
5

人
同
室

で
個
人
ロ
ッ
カ
ー
と
ト
イ
レ
が
室

内
に
な
い
だ
け
の
違
い
で
あ
っ

た
。
1
3

日
、
千
葉
市
の
娘
の

家
に
一
泊
し

1
4

日
に
は
セ
ブ

に
戻
る
強
行
軍
で
あ
っ
た
。
こ
の

不
景
気
な
時
期
に
も
、
あ
り
が
た

い
こ
と
に
仕
事
が
山
積
し
て
い
る

か
ら
、
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
い
ら
れ

な
い
か
ら
で
あ
る
。

 

日
本
で
は
医
者
の
数
が
足
り
な

く
経
営
が
成
り
立
た
な
い
と
か
で

病
院
閉
鎖
の
ニ
ュ
ー
ス
を
良
く
聞

く
が
、
そ
の
中
に
は
医
師
の
質
・

能
力
不
足
で
患
者
数
が
激
減
し
倒

産
し
て
い
る
病
院
も
か
な
り
あ
る

筈
で
あ
る
。
こ
の
病
院
は
手
術
後

の
徹
底
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
か

ら
、
そ
の
後
患
者
が
自
然
と
宣
伝

し
、
患
者
数
が
増
大
し
て
、
3

つ
の
病
院
を
持
て
る
ほ
ど
に
な
っ

た
の
だ
ろ
う
。
毎
日

1
0

人
の

手
術
で
、
普
通

1
0

日
後
の
午

前
中
に
退
院
、
午
後
か
ら
は
す
ぐ

患
者
が
入
っ
て
く
る
。
1
4

日

間
の
入
院
で
、
私
が

5

人
部
屋

の
一
番
の
古
タ
ヌ
キ
に
な
っ
た
こ

と
で
も
分
か
る
。

患
者
総
数
は

1
2
0

～

1
5
0

名
で
あ
る
。

 

理
想
の
排
便
の
堅
さ
は
「
歯
磨

き
チ
ュ
ー
ブ
」
で
形
を
成
し
て

い
る
も
の
。
ビ
ー
ル
の
飲
み
す

ぎ
で
水
状
や
コ
マ
切
れ
状
は
悪

く
、
こ
れ
で
「
切
れ
痔
」
だ
と

痔
で
は
最
悪
の
「
痔
ろ
う
」
に

な
る
そ
う
で
あ
る
。
「
柔
ら
か
め

に
」
す
る
た
め
に
は
、
水
分
を

1

日

1
5
0
0
c
c

摂
る
事
で

あ
る
。
夜
中
に
は
飲
め
な
い
か
ら
、

午

前

中

に

6
0
0
c
c
、

午

後

5
0
0
c
c
、
夕
食
を
含
め

4
0
0
c
c

飲
め
ば
理
想
で
あ

る
。
病
院
で
は
朝
食

7

時
、
昼

食

1
2

時
、
夜
食

6

時
で
、
毎

食
後
に
、
ど
の
く
ら
い
の
水
を
飲

ん
だ
か
ナ
ー
ス
が
聞
き
に
く
る
。

夕
食
後
に
飲
む
と
夜
中
に
ト
イ
レ

に
行
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
夜

8

時
前
ま
で
に

1
5
0
0
c
c

飲
む
よ
う
に
何
度
も
言
わ
れ
た

が
、
こ
れ
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

 

黄
門
様
は
身
体
の
中
心
に
あ
り
、

神
経
が
何
処
と
も
繋
が
っ
て
い
る

様
で
、
座
っ
て
も
、
歩
い
て
も
、

笑
っ
て
も
く
し
ゃ
み
を
し
て
も
響

い
て
く
る
。
完
治
に
は

2

カ
月

位
か
か
っ
た
。
手
術
後
数
日
で
小

便
の
出
が
良
く
な
っ
た
。

大
と
小
は
同
時
に
は
出
ず
交
互
で

あ
る
が
、
痔
が
大
き
く
な
る
と
、

大
が
来
た
よ
う
な
錯
覚
が
神
経
に

伝
わ
り
、
小
の
出
が
少
な
く
な
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
若
い

頃
の
よ
う
な
勢
い
に
成
れ
る
か
は

疑
問
だ
が
、
出
が
多
く
な
っ
て
い

る
こ
と
は
間
違
な
い
。
り
ん
ご
、

野
菜
、
人
参
、
ご
ぼ
う
、
も
や
し
、

さ
つ
ま
い
も
が
病
院
食
に
良
く
出

て
き
た
の
で
、
こ
こ
で
は
パ
パ
イ

ヤ
等
を
加
え
、
植
物
繊
維
多
く
食

べ
る
工
夫
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

「
追
記
」
以
上
が
ブ
ロ
グ
掲
載
の

私
の
体
験
記
事
で
あ
る
。
J
A
C

理
事
が
面
白
い
か
ら
と
新
聞
掲
載

依
頼
が
あ
り
投
稿
し
た
が
会
員
の

役
に
立
っ
た
か
分
か
ら
な
い
。「
会

報
」
は
一
般
新
聞
と
は
異
な
り
、

会
員
に
役
立
つ
記
事
が
必
要
で
あ

る
。

 

個
人
体
験
談
や
日
常
生
活
オ
モ

シ
ロ
出
来
事
記
事
で
も
そ
の
内

容
が
読
者
会
員
に
有
益
な
情
報

に
な
っ
て
い
る
か
が
重
要
で
、

単
に
オ
モ
シ
ロ
お
か
し
い
だ
け

で
は
「
会
報
」
に
は
そ
ぐ
わ
な

い
と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

VIVACITY AUTO GAS STATION

空港から NEW　BRIDGE に向かった手前の
ペトロンガソリンステーション

M.L  QUEZON AV. , PUSOK LAPU-LAPU CITY 

このたび、KEN TAXI グループ
が、 マ ク タ ン new　bridge 手
前のペトロンのガソリンスタン
ドを運営する運びとなりました。
VIVACITY PETRON SERVICE 
STATION, LAHUG とあわせてご
愛顧承りますようお願い申し上げます。

サービス

◆ガソリン・ディーゼルの配達および口座開設

    Tel340-6861（ペトロン FLEET　card でのお支払い可 ）

◆ KEN Auto leasing　(032)272-1995　担当アン

◆ LPG  Conversion　  (032)273-4155    担当クリスティーナ

◆ KEN TAXI 24 時間ホットライン        491-4143 / 491-4144

                                                                    272-1493 / 272-1465

黄門様大掃除

（痔後報告）

ラプラプ市　　　鈴木　了

PTN トラベル

(032)-340-7910/495-8521
c/o Shudou Jyuku Brgy, Lapu-lapu

オプショナルツアー　
シャングリラ ビーチツアー 
    　       デラックス コース              UD$ 120 
                スタンダード コース         US$95
カントリーサイドツアー US$85
アイランドピクニック US$80
セブ市内観光  US＄60
ボホール島1日観光 US＄120
夜景ツアー  US$55
ナイトシティーツアー US$55 
わくわくマクタン島めぐり US$30
海外で学ぶ英会話レッスン US$40
カワサンフォール　トレッキング US$95
ニューハーフショー＆ディナー US$55 
その他多数、用意してます！！上記料金は、大人お
一人の料金です。子供料金もあります。セブの海
を楽しみたい方、お気軽にお問い合わせ下さい。

まずは気軽に日本人スタッフ　直通ダイヤル 0917-622-0373
竹原　までお電話してみて下さい。

セブ在住だけどまだ余りセブやボホールの観光をしたことがない、、、、
日本から友達が来るので、一緒に出かけたいけどガイド出来るほどよく
知らない、、、、　などお悩みの方は、是非とも弊社までお尋ね下さい。
格安料金でのホテル手配やオプショナルツアー手配など様々なプランの
ご相談を賜ります。アイランドピクニックから市内観光、ボホールツアー、
楽しいツアーをご提供いたします。

「
お
知
ら
せ
」

次
号
よ
り
セ
ブ
島
通
信
は
奇
数
月
の
中
旬
に
発
行
い

た
し
ま
す
。

九
十
、
カ
ド
ワ
キ
サ
ン
」
と
英
文
で

書
か
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
会
場
の

奥
に
は
私
の
卒
寿
を
を
祝
う
派
手

派
手
し
く
英
文
で
大
書
し
た
紙
が

貼
ら
れ
て
い
た
。　

　

約
二
時
間
食
べ
き
れ
な
い
料
理

と
各
自
の
好
み
の
飲
み
物
を
注
文

し
て
、
会
は
和
や
か
に
進
行
し
、

九
時
過
ぎ
に
解
散
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
い
ろ
い
ろ
の
人
か
ら
持

ち
き
れ
な
い
ほ
ど
ん
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
贈
ら
れ
、
さ
ら
に
多
く
の
人

か
ら
祝
い
の
こ
と
ば
を
頂
戴
し
、

さ
ら
に
ホ
ス
テ
ス
全
員
か
ら
も
祝

い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
、
平
素

の
付
き
合
い
は
大
事
だ
な
と
い
う

こ
と
を
痛
切
に
感
ず
る
ひ
と
と
き

で
あ
っ
た
。

　

友
子
と
靖
子
は
い
つ
も
私
に
な

に
か
と
気
を
遣
っ
て
く
れ
、
い
い

娘
を
持
っ
た
と
幸
せ
を
感
ず
る
と

共
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け

て
い
る
の
で
あ
る
。



◇◆ ７月無料医療相談 ◆◇　
マニラ日本人会診療所の日本人医師、新任の菊池先生がセブに
お出でいただきます
日時　　7 月 24 日 ( 土）午前 9 時 30 分より 3 時 30 分まで
場所　　マニラ新聞セブ支局　カフェアクラタン（セブ日本人
　　　　会事務所のビルの１階）
予約　　７月２２日までに事務局に電話でお申し出ください
対象　　セブ日本人会、セブ商工会議所　会員およびその家族
　　　　の方となっております

CEBU-TOH-TSUSHIN  (THE JAPANESE ASSOCIATION, CEBU INC.)

　

 

よ
ろ
ず
相
談
室

◆
お
仕
事
で
お
困
り
の
方

◆
比
人
妻
と
の
ト
ラ
ブ
ル

◆
お
子
さ
ん
の
認
知
や
国
籍

◆
ビ
ザ
や
労
働
許
可
証

◆
事
業
開
始
、
会
社
設
立
な
ど
で

お
困
り
の
方
々
の
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　

日
本
人
会
員
は
勿
論
、
会
員
外

の
方
で
も
日
本
人
な
ら
結
構
で
す

か
ら
、
ご
遠
慮
な
く
ど
う
ぞ
。

①
場
所
・
・
ま
に
ら
新
聞
セ
ブ
支

局
内
図
書
室
喫
茶
「
カ
フ
ェ
・
ア

ク
ラ
タ
ン
」
、
日
本
人
会
の
あ
る

ビ
ル
の
１
階
。

電
話
・
３
４
３
－
８
９
１
１

②
日
時
・
・
毎
週
土
曜
日
午
前

１
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。

③
予
約
・
・
な
く
て
も
構
い
ま
せ

ん
が
予
約
電
話
が
ベ
タ
ー
で
す
。

電
話
・0

9
1
8
.
9
0
5
.
3
2
7
3

④
相
談
者
・
・
元
会
長　

岡　

昭

の
み
（
滞
比
延
べ
３
０
年
）

無

料

私
の
マ
ー
ヨ
ン
な
ご
近
所水

野

離陸から着陸まであなたの操縦で、
日本人インストラクターが同乗です。
１名様より受付…２５,０００円　
同乗者…　５.０００円

●Ａコース（所要時間４５分）
チョコレートヒルと珊瑚礁を上空から満喫！
たまに無重力体験できるかも？
１０,０００円／１名様（２名以上）

●Ｂコース（所要時間３時間）
バンタヤン、サンタフェ空港往復
サンタフェビーチの白い砂浜で軽食付き
現地交通費込み
２０,０００円／１名様（２名以上）

●Ｃコース（所要時間４時間）
ボホール島ターシャ見学ツアー
ロボックリバークルーズ、軽食付き
珊瑚礁とチョコレートヒル見学
２５,０００円／１名様（２名以上）

セブは今日も紺碧の空

眼下の海はコバルトブルーとエメラルド

白く取り巻く珊瑚礁　Clear for take off ◆遊覧飛行◆

◆体験操縦◆

日本人インストラクターで４０時間。
最短２１日間、ローカル受付中。
日本では８００万円かかります。

◆操縦訓練◆

日本語で、携帯電話へどうぞ
０９１８－９１２－３２３３（石田）
０９２９－２８５－６２４６（櫻井）

セブ・マクタン空港内
ゼネラルアビエーション地区２０番

TEL：（０３２）３４０－９３１４
FAX：（０３２）３４０－９３４５

http://www.cebutop.com
（セブ日本人会、商工会議所会員）

”エアーチャーター”

セ ブ ト ッ プ 
Cebutop

セ ブ ト ッ プ

　

妻
が7

月1
0

日
に2

人
目

の
子
供
を
出
産
し
ま
し
た
。
今

回
は
セ
ブ
で
一
番
良
い
と
噂

の
チ
ョ
ン
ワ
病
院
を
利
用
し

た
の
で
す
が
、
入
院
施
設
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
業
務
の
フ

ロ
ー
が
非
常
に
し
っ
か
り
と

し
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
最
近
増
え
て

き
て
い
る
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の

方
々
の
一
番
の
心
配
事
が
や

は
り
医
療
で
す
。
言
葉
の
ハ
ー

ド
ル
を
越
え
気
軽
に
医
療
を

受
け
ら
れ
る
日
は
近
い
の
で

は
と
感
じ
ま
し
た
。　
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後
記

某
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
で
、
い

き
な
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
プ
レ
ミ

ア
ム
が
観
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
大

騒
ぎ
を
し
て
い
た
が
、
我
が
家
が

加
入
し
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

会
社
で
は
普
通
に
観
ら
れ
て
い

た
。
日
に
日
に
ス
ト
レ
ス
が
溜

ま
っ
て
き
て
い
る
某
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
会
社
加
入
の
日
本
人
に
同
情

を
し
な
が
ら
も
、
優
越
感
に
浸
っ

て
い
た
あ
る
日
の
こ
と
。

突
然
、
テ
レ
ビ
が
壊
れ
た
。
ブ
ツ

ン
と
突
然
、
電
源
が
切
れ
、
そ
れ

以
来
、
ウ
ン
で
も
な
け
れ
ば
ス
ン

で
も
な
い
。

実
は
、
こ
う
い
う
壊
れ
方
は
こ
れ

が
初
め
て
で
は
な
い
。
も
う
数
年

前
か
ら
、
３
ヶ
月
と
か
半
年
と
か

そ
う
い
う
頻
度
で
、
同
じ
よ
う
に

壊
れ
て
い
た
。
も
う
寿
命
な
の
か

も
し
れ
な
い
、
と
思
い
つ
つ
も
、

直
せ
ば
使
え
て
い
た
の
で
、
そ
の

度
に
修
理
を
し
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
修
理
が
た
い
へ
ん

な
の
で
あ
る
。
最
初
に
壊
れ
た
時

に
、
ど
こ
に
行
け
ば
修
理
を
し
て

く
れ
る
の
か
、
と
親
戚
連
中
に
聞

い
た
ら
、
「
そ
の
う
ち
に
修
理
屋

が
来
る
か
ら
待
っ
て
い
ろ
。
」
と

言
わ
れ
た
。
流
し
の
修
理
屋
と
い

う
の
が
い
る
ら
し
く
、
１
ヶ
月
に

一
度
く
ら
い
は
、
回
っ
て
く
る
そ

う
だ
。
初
め
の
２
日
く
ら
い
は
、

大
人
し
く
待
っ
て
い
た
が
、
朝
の

連
続
テ
レ
ビ
小
説
の
続
き
が
気
に

な
る
。
し
か
も
、
い
つ
い
つ
来
ま

す
っ
て
い
う
な
ら
ま
だ
し
も
、
い

つ
く
る
か
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い

修
理
屋
を
た
だ
ひ
た
す
ら
待
つ
ほ

ど
の
強
い
精
神
力
は
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
て
か
な

り
我
慢
強
い
夫
に
ヤ
イ
ノ
ヤ
イ
ノ

言
い
続
け
、
よ
う
や
く
「
知
り
合

い
の
修
理
屋
」
に
来
て
も
ら
っ
た

の
が
、
そ
れ
か
ら
３
日
後
。
し
か

し
、
必
要
な
部
品
が
な
い
と
か
で
、

そ
の
日
は
直
ら
ず
、
「
明
日
」
と

言
っ
て
帰
っ
て
行
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
そ
れ
か
ら
丸
３
日
連
絡
も

取
れ
ず
、
よ
う
や
く
部
品
を
持
っ

て
我
が
家
に
現
れ
た
の
は
、
テ
レ

ビ
が
壊
れ
て
か
ら
２
週
間
く
ら
い

経
っ
て
い
た
。

２
回
目
に
壊
れ
た
時
に
、
私
は
考

え
た
。
き
っ
と
ど
こ
か
に
修
理
屋

が
あ
る
は
ず
だ
。
そ
こ
に
持
ち
込

も
う
、
と
。
も
う
夫
な
ん
ぞ
を
ア

テ
に
は
し
な
い
。
部
落
の
役
員
を

し
て
い
る
人
に
直
に
聞
き
に
行
く

と
、
ど
こ
ど
こ
で
直
し
て
く
れ
る
、

と
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
ト
ラ
イ

シ
ク
ル
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
早
速
、

持
ち
込
む
と
、
す
ぐ
に
直
し
て
く

れ
た
。
こ
れ
は
い
い
と
、
喜
ん
で

い
た
ら
、
そ
の
３
日
後
、
ま
た
同

じ
よ
う
に
壊
れ
た
。

同
じ
修
理
屋
に
持
ち
込
み
、
３
日

前
に
直
し
た
ば
か
り
な
の
に
、
と

文
句
を
言
う
と
、
主
電
源
が
原
因

だ
と
言
い
、
も
う
主
電
源
を
切
っ

て
は
ダ
メ
だ
と
言
う
。
ま
る
で

こ
っ
ち
が
悪
い
か
の
よ
う
に
言
わ

れ
、
修
理
代
も
部
品
代
も
、
ま
た

普
通
に
請
求
さ
れ
納
得
で
き
な

か
っ
た
が
、
ま
た
映
る
よ
う
に

な
っ
た
テ
レ
ビ
を
持
っ
て
帰
っ
て

来
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
テ
レ
ビ
を

観
て
い
な
い
時
も
主
電
源
が
い
つ

も
付
い
て
い
る
状
態
に
し
て
い
た

が
、
ま
た
し
ば
ら
く
す
る
と
同
じ

よ
う
に
壊
れ
、
同
じ
部
品
を
換
え

る
修
理
を
す
る
。
近
所
の
人
の
話

の
評
判
を
聞
き
、
い
く
つ
か
修
理

屋
を
変
え
て
み
た
が
、
み
ん
な
似

た
り
寄
っ
た
り
で
あ
っ
た
。

も
う
こ
ん
な
こ
と
を
繰
り
返
す
の

も
疲
れ
、
い
っ
そ
新
し
い
テ
レ
ビ

を
買
っ
て
し
ま
お
う
と
思
い
始
め

た
。
し
か
し
例
え
ば
、
修
理
屋
が

「
も
う
こ
れ
は
寿
命
で
す
ね
。
」
と

言
え
ば
、
諦
め
も
つ
く
の
だ
け
ど
、

「
大
丈
夫
、
す
ぐ
直
る
。
」
と
自
信

満
々
に
言
わ
れ
る
と
、
つ
い
つ
い

信
じ
て
し
ま
う
懲
り
な
い
私
で
あ

る
。

そ
し
て
ま
た
壊
れ
た
。
今
度
こ
そ

は
新
し
い
テ
レ
ビ
を
買
お
う
、
と

決
心
を
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ち
ょ

う
ど
隣
の
叔
父
さ
ん
の
家
の
テ
レ

ビ
も
壊
れ
、
修
理
屋
を
呼
ぶ
か
ら

い
っ
し
ょ
に
見
て
も
ら
え
と
言

う
。
も
う
買
う
っ
て
決
め
た
か

ら
、
と
断
わ
っ
た
が
、
今
度
の
修

理
屋
は
今
ま
で
の
修
理
屋
と
は
ち

が
う
と
こ
れ
ま
た
自
信
満
々
で
あ

る
。
ど
ん
な
免
許
だ
か
知
ら
な
い

け
ど
、
免
許
が
あ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
だ
そ
う
だ
。
そ
ん
な
の

が
い
る
な
ら
、
最
初
か
ら
そ
う
い

う
人
を
紹
介
し
て
ほ
し
か
っ
た
が

…
。

し
か
し
、
私
の
意
志
は
固
か
っ

た
。
執
拗
に
修
理
を
勧
め
る
隣
の

叔
母
さ
ん
に
、
そ
れ
な
ら
、
こ
の

壊
れ
た
テ
レ
ビ
を
あ
げ
る
か
ら
あ

な
た
が
直
し
て
も
ら
え
ば
？
と
言

う
と
、
待
っ
て
ま
し
た
、
と
ば
か

り
に
こ
の
話
に
乗
っ
て
き
た
。

そ
し
て
め
で
た
く
テ
レ
ビ
は
直
っ

た
。
そ
の
辺
の
修
理
屋
に
比
べ
て

料
金
は
少
し
高
い
が
、
さ
す
が
だ

と
叔
母
さ
ん
は
満
足
気
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
ま
だ
時
間
が
な
く
て

新
し
い
テ
レ
ビ
を
買
い
に
行
け
な

い
で
い
る
私
に
、
直
っ
た
テ
レ
ビ

を
し
ば
ら
く
貸
し
て
あ
げ
る
と
親

切
に
申
し
出
て
く
れ
た
の
で
、
遠

慮
な
く
甘
え
る
こ
と
に
し
た
。
そ

し
て
、
直
っ
た
元
我
が
家
の
テ
レ

ビ
を
、
ま
た
我
が
家
に
運
び
入
れ
、

子
供
が
早
速
、
ア
ニ
メ
を
観
出
し

た
。
早
ま
っ
た
か
、
と
ち
ょ
っ
と

後
悔
し
か
け
た
次
の
瞬
間
…
ま
た

ブ
ツ
ン
と
電
源
が
切
れ
、
そ
の
ま

ま
映
ら
な
く
な
っ
た
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
修
理

屋
。
さ
す
が
に
プ
ロ
だ
か
ら
、
修

理
し
た
後
、
３
ヶ
月
の
保
障
が
つ

い
て
い
た
か
ら
修
理
代
は
タ
ダ
で

あ
っ
た
ら
し
い
が
、
部
品
代
は

し
っ
か
り
取
ら
れ
た
そ
う
で
あ

る
。
そ
し
て
今
も
隣
の
家
で
観
て

い
る
が
、
い
つ
ま
で
も
つ
か
。

そ
し
て
私
は
、
今
度
は
迷
う
こ
と

な
く
、
新
し
い
テ
レ
ビ
を
買
い
に

行
っ
た
の
だ
っ
た
。


